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はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。
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　「短歌が好き」軽い気持ちで作歌を始めました。私の住む地区にさわら
び短歌会の蕨岡文

ふ み え
枝さんがいました。蕨岡さんに勧められ入会したのが、

昭和37年ごろだったと思います。
　当時の指導者は入多泰

たい
先生でした。その後、橋本俊

と し お
夫先生、吉田信

のぶ

保
やす

先生、前田充
みつる

先生にご指導いただき、今日に至っています。素晴らし
い先生に恵まれ幸せでした。そして順境の日も
逆境の時も、決して手を放さず支えてくださっ
た会員の皆さまにも心から感謝しております。
　私の短歌歴もかれこれ六十年近くなりまし
た。もし誰かにあなたにとって短歌とは何です
かと聞かれたら、「生きた証です」と答えます。
さわらびで私が一番の年長です。人生百年時
代、私にまだ少し未来があれば、四季の移ろい
を歌に紡ぎながら、謙虚に生きたいと思います。

▶歌人をご紹介します


